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みなさま、初めまして。 

当院は､昭和 50 年、小山市に開業。獨協医科大学病院が昭和 49 年開院で

すので､1 年後輩にあたる、小さな有床診療所です 

当院では、整形外科疾患全般を扱っておりますが、特に力を入れているの

が骨粗鬆症対策です。 

ご承知の通り、日本の平均寿命は世界一です。一方、以外と知られていな

いのが健康寿命です。健康寿命とは､特別な介護を必要とせず生活できる寿

命。すなわち、だれかの世話にならずに健康でいられる期間です。女性で

は､この健康寿命が平均寿命より 10 歳以上若いのです。すなわち、お亡く

なりになるまでの 10 年間は､何らかの介護が必要となります。 

当院では、将来寝たきりになる原因の一つである､骨粗鬆症の治療を積極的

にご提案しております。 

さて、リウマチ治療を受けられているみなさま。あなたの骨は大丈夫でし

ょうか。 

リウマチは骨粗鬆症をよく合併します。特にステロイドを使用されている

方は要注意です。ステロイド骨粗鬆症は、たとえ骨密度が正常であっても、

骨折しやすいのが特徴です。このため治療が後手になることが多いのです。 

私どもは､このことを踏まえ､寝たきりゼロを目指してまいります。 

当院は、獨協医科大学病院様とは密な連携を取らせていただき、地域医療

に貢献してまいります。 よろしくお願い申し上げます。 

 

医療法人社団 関根整形外科医院 

                         院長 関根修一 

 

【第 6回 リウマチ教室のご案内】 

日時：平成 29年 5月 13日（土）14時～16時 

場所：獨協医科大学関湊記念ホール 

今年も患者様向けのリウマチ教室を開催いたします。 

みな様是非ご参加ください。 


